
★福井県入試出題内容別・形式別傾向分析（過去4年間）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

漢字を学ぼう ● ● ● ●
熟語を学ぼう ● ● ● ●
語句を学ぼう ●
文脈で語句の意味を考えよう ● ● ●
展開をとらえよう ● ● ●
心情をとらえよう ● ● ● ●
行動の理由・人物像をとらえよう ● ● ●
文章中の表現を味わおう ● ● ● ●
話題・情報をとらえよう ●
指示語・接続語をとらえよう ● ●
文章を解釈しよう ● ●
理由をとらえよう ● ●
段落構成をとらえよう ● ●
要旨をとらえよう ● ● ●
古文のかなづかい・古語を学ぼう ●
古文の会話・主語をとらえよう

古文の展開をとらえよう ● ● ● ●
漢文・漢詩を味わおう ● ●
詩・短歌を味わおう

和歌・俳句を味わおう

文の組み立てを知ろう ● ●
自立語を学ぼう ●
付属語を学ぼう ●
敬語を使いこなそう

グラフ・図表を読み取ろう ●
話し合いをとらえよう

伝え方の工夫を学ぼう

課題作文を書こう ● ● ● ●
★聞き取り問題

大問数 5 5 5 5
小問数 31 30 29 28

記号解答 8 10 8 9

記述式解答（漢字の読み書きも含む） 23 20 19 19

● ●

● ●

■古典の問題の対策

本年度は大問4で，前半は漢詩とその内容を解説した古文，後半は異なる筆者
による批評の古文が出された。漢文の返り点などの基本的な知識問題だけでは
なく，漢詩と古文の読解や内容についての話し合いを完成させる問題もあり，
さまざまな形式の問題で練習を積んでおきたい。

■課題作文に関する対策

文
法

大問5では例年，資料の読み取りと融合した形で課題作文が出題されている。
本年度は，「図書係として読書活動を充実させたいと考えている」という設定
で，二つの資料をもとに読書の機会を増やすための工夫とそう考えた理由を，
200～240字で書くというものであった。時間配分に注意しながら，条件にした
がって適切に考えをまとめられるよう，作文の書き方に慣れておきたい。
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  令和5年度福井県入試の全体傾向
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大問1　論説文　ハナムラチカヒロ「まなざしの革命　世界の見方は変えられ
る」
大問2　言語事項
大問3　小説　重松清「答えは風のなか」
大問4　漢詩・古文　「可笑記」／浅井了意「可笑記評判」
大問5　課題作文

例年同様，大問5題の構成。指定字数の多い記述問題や，複数資料をふまえて
書く課題作文など，全体的に記述力を重視した出題が続いている。
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